
特 徴

概 要
PX-375は、大気中の粒子状物質 （TSP、PM10、PM2.5など）の質量濃度と元素濃度を連続で測定可能な装置です。コンパクトな設計のため据付も

容易で、大気測定局や移動局だけでなく研究室にも設置でき、オンラインでの連続計測の実現により、手分析測定にかかる工数削減や分析誤差を
低減できます。世界で信頼されている分析技術：蛍光X線分析とβ線吸収法を採用し高精度な分析が可能で、X線が外部に照射されないようインター
ロック機能を有し、管理区域の設定やX線作業主任者の選定も不要です。サンプル捕集用のフィルタは、化学的バックグラウンドが極めて低いため
干渉影響が少なく、非破壊分析のためサンプル捕集後にICP-MSなどの既存装置を用いた分析にも使用可能です。また、CMOSカメラ搭載により、
粒子を観察することで発生源の特定をより正確に行うことが可能です。

粒子状物質の質量濃度と元素濃度を連続で自動分析

・フィールドにおいて１台で粒子状物質の質量濃度と元素濃度が連続測定可能。
・独自開発フィルタにより、低濃度かつ高精度測定が実現。
・搭載カメラの画像解析により、大気汚染発生源の特定がより正確に。
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A0サイズ （841×1189mm）

適用例・実績

・最少検出感度例：表１ ・検出可能元素：表２ 下図のように大気汚染常時監視局に設置して、連続的にモニタリングすることが可能です。
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